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Ⅳ．全体考察
　今回、本論文で取り上げた、２つのデータ分
析結果を中心に、ここまでの様々な取り組みで
見えてきた、本学の女子学生の「食育」に関す
る知識や関心等について、全体的な考察を行う。
　まず講演会と、第１回のアンケート調査結果
のフィードバックを通して、彼女らに印象に残
ったのは何だったのか、自由記述のテキスト分
析から見えてきた結果について考える。ここで
の対象者は1回生であるが、知識調査や食育実
践に関する講演会などに耳を傾けた後であるに
もかかわらず、「食育」というとき、何よりも
関心があるのは「ダイエット」の問題。またそ
こからの関連事項としての「BMI」値の問題で
あったことが分かる。メディアが提供する、モ
デルや芸能人のようなスリムな体型。可愛い服
を可愛く着こなせる体型に対するあこがれ。そ
のための痩せ願望など、「健康」や「安全」と
いうよりは、見た目の問題が重視されているこ
とが分かる。しかし「BMI」値に関する知識を
得ることで、自らの認識の「ずれ」にも気付く
ようになる。ここでダイエットに関する「意識」
は確かに多少なりとも変化している。しかし、
それが「行動」変化に結びつくかといえば必ず
しもそうではない。
　また落合による「小児栄養」での取り組み（落
合他 2009）では、「食事記録（３日間）」「孤食
体験レポート」「団欒的食事体験レポート」「我
が家のお正月」というレポート課題を課したA
グループにおいて、対象群のBグループより、
食品を買う時に「安全性」を重視すると言う点
で変化が見られたことを報告している。
　落合はさらに、Aグループの中での変化を「意
識」と「行動」のレベルに分けて、何が変化の
要因か検討しているが、行動レベルでの変化（例
えば「みそ汁」や「乳製品」の摂取頻度が変わ
った等）が見られたのは、「子どもの頃、祖母
の料理を食べていた」と回答していたもののみ
であったと報告している。中島等（2009）でも、
「意識」は変わっても「行動」は変わらないと
いう同様の結果を報告しており、このことは、
前述の服部氏が感じていたことと同じ結果とな
ったわけである。
　また筆者が２番目に取り上げた、経年変化を
問うアンケートの因子分析結果からは、「選食
力」の中で＜食品の安心・安全性＞に関するも
のとして、添加物や産地を注意するようになっ
たこと、＜料理＞については“料理を覚えよう
と思った”“料理をしなければいけないという
意識を持つようになった”など、こちらでも、
どちらかというと「意識」レベルの問題が上位
にあがる。以下、＜カロリー＞＜朝ご飯の重要
性＞関係と続くが、幼稚園や保育園での「食育」
のあり方や、行事食、お箸の持ち方、規則正し
い食事時間、栄養バランス、アレルギーの問題
など、日常生活の中で、通常は幼児期までに身
につけておくべき「食習慣」に関するものは、
どちらかというと下位に登場している。実践力
のある、栄養士や保育士になることの意識より、
まずは自分自身への関心が大きいことがうかが
えるであろう。
Ⅴ．今後に向けて
　前述の結果から、授業や講演会など、受動的
な学習でも、「意識」の一部は変えられそうだ
というのが分かる。だが、そこで変化した意識
を、「行動」レベルまで引き上げるためには、
何が必要なのか。
　前述の落合他（2009）の中で、落合は「行動
変容モデル」について触れている。これによる
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と、人が行動を変える場合には、５つのステー
ジを通るという。それぞれ順番に、①無関心期
（興味がない）、②関心期（関心はあるが実行し
ていない）、③準備期（実行する準備が出来て
いる）、④実行期（実行しているがじゅうぶん
ではない）、⑤維持期（実行・継続できている）
であるが、これまでの取り組みで、個人差も含
めて考えると、本学の学生は、おおむね②③レ
ベル、そしてわずかではあるが、④レベルまで
達成できているというのが現状なのではないだ
ろうか。
　ここで再び、冒頭の服部先生の言葉に戻ると、
幼いころに身に着いた「食習慣」は、頭で理解
するだけでは、なかなか変えられない。それな
らば、求められているものは、「知識」の提供
のみではなく、実際の「体験」であるように思う。
しかもそれは1度限りのものではなく、「習慣」
というレベルに達するような、繰り返しの体験
である。そしてさらに、それぞれの体験が、何
らかの意味で「喜び」や「楽しさ」を伴うもの
であったなら、同じことの繰り返しのように思
えることであったとしても、自然と「反復」さ
れる「行動」へと変化していくかもしれない。
　落合他（2009）では今後の課題として、「少
人数の演習型授業」の導入、「野菜の栽培、食
材の買い物、調理実習」「熟練主婦や調理師を
講師とした、家庭や食に関連した講演会・調理
実習」「家庭でも調理実習課題を課する」等を
掲げているが、ここでキーワードとなっている
のは「少人数制」ということ、そしてさらにそ
の中で、自らが「食」に関する様々な「実体験」
をすることが強調されているのが分かる。
　それでは具体的に短大の「食育」教育として
何が出来るのかと問われると、様々な側面から、
問題も山積みであるように思う。某大学では、
数年前から講義形式だったこの関連の授業を、
少人数制の実習や演習形式のものに変え、食物
栄養関係の学生だけではなく、保育士等をめざ
す全ての学生に、包丁等を実際に使う授業を取
り入れ始めたそうである。食体験が乏しいと嘆
くのではなく、乏しいのなら、今からでも体験
することは可能であろうという発想が含まれ
る。しかし、これら授業の中での実践は、それ
に伴う様々な条件などから、実現が難しい場合
も多い。その時、これらの体験は、必ずしも授
業である必要はないのではないかという発想も
可能になる。「食材の買い出し」や実際に「調
理体験」をすることなどは、少し昔を振り返っ
てみると、「教育」という名のもとに行われて
いたものではなく、日常生活の中で、家族と生
活する中で、普通に誰もが経験していたことか
もしれないのである。
　現代の家族において、実際には難しいかもし
れないが、少しご家族にも協力していただき、
これら些細な経験を、わが子が経験できるよう
な機会を提供してもいただくことなども、可能
性の一つとしては考えられるかもしれない。
　何かを誰かに教えたり伝えたりするには、ま
ずそれをしようとするものが、自らそのことを
楽しいと感じていることが一番であるという話
を聞いたことがある。「食育」の問題も、先ず
は学生自身が、「やってみたら楽しかった」と
いう些細な体験の積み重ねから始まるのではな
いだろうか。家族関係が希薄になったと言われ
る現在であるからこそ、最初は学校から出され
た課題で、義務であったかもしれないものが、
やがて、家族間のコミュニケーションを活発に
する一つのきっかけとなり、知らず知らず、そ
の家独自の「伝統」などを伝える機会になるの
なら、「食育」に関する教育は、さらに望まし
いものになるであろう。
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